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報広市向

発行所晶羅所
発行人鴨幽髭
編集人　市長室広報係

印刷所安藤巾刷所
　　　（1部3円）

　　現住人ロ衰
　（6／1！叡旨」見在）

　男　19．795人（＋32）

　女　20．472人G39）

　討　40．267人（＋71）

　世帯総数
　　8。29711卜艀p　（十22）
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あ
な
た
の
自
転
車
に
は
・

臼
転
載
静
寧
税
が
廃
止
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
、
鎌
札
が
な
く

な
り
ま
し
た
。

今
ま
で
は
、
こ
の
鑑
札
制
度
が

あ
っ
た
た
め
に
、
自
転
車
盗

難
、
紛
失
の
発
兇
に
手
が
か
り

が
あ
っ
て
役
立
っ
て
い
ま
し

た
。
自
転
巾
盗
難
は
、
本
県
だ

け
で
も
年
間
．
τ
台
ち
か
く
盗

ま
れ
て
い
ろ
と
い
）
こ
と
で
す

が
、
鑑
札
制
度
が
な
く
な
っ
て

ま
す
ま
す
犯
人
の
検
挙
や
被

害
自
転
申
の
回
復
は
因
難
と
な

り
ま
ダ
。
そ
こ
で
、
宮
崎
県
防

犯
組
合
述
合
会
、
県
驚
察
木
部

て
は
、

字
施
す
る
こ
と
を
き
め
ま
し

た
。こ

の
防
犯
登
録
が
完
全
に
行
わ

れ
玄
す
と
、
必
ら
ず
次
の
よ
う

必
ず
防
犯
登
録
を

な
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
　
　
と
お
り
で
す
。
窃
録
料
は
、
自

1
、
盗
口
叩
な
ど
の
処
分
ル
ー
ト
…
転
車
一
台
に
つ
い
て
一
門
円
と

　
が
断
た
れ
る
。
　
　
　
　
　
一
な
っ
て
い
ま
す
。

2
、
盗
難
の
検
挙
卒
が
向
上
し
」
◆
登
録
突
施
日
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
窟
高
地
区

　
被
害
の
回
復
が
尽
く
な
る
。

3
㍗
登
録
証
を
、
車
体
に
と
り
「
　
八
月
一
R
か
ら
．
一
一
1
一
玄
て

づ
け
る
こ
と
し
た
い
で
防
犯
・
市
役
所
て

　
的
な
効
果
を
あ
げ
る
。
　
　
　
○
幸
脇
地
区

4
、
拾
得
品
と
し
て
警
察
へ
届
｝
　
八
月
↓
臼
か
ら
．
H
ヒ
て

　
け
ら
れ
た
自
転
壁
も
、
登
録
［

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幸
脇
出
張
所
で

　
証
の
記
号
、
糠
喜
等
に
よ
つ
一
〇
庭
々
沖
地
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
て
直
ち
に
遣
失
茜
が
わ
か
　
・

巾
儀
会
定
例
会
は
、
六
月
レ
七

日
か
ら
一
．
．
貸
間
の
会
期
で
開
か

れ
ま
し
た
。
こ
の
畿
会
で
、
決

定
を
み
た
議
案
に
つ
い
て
こ
く

簡
単
に
を
の
大
要
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

－
○
講
案
三
九
号
　
専
決
事
項
承

認
に
つ
い
て
（
三
十
二
年
廣
予

算
追
加
で
あ
っ
て
、
細
局
小
学

検
改
築
廓
薄
金
一
六
〇
ド
刀
m
門

の
第
三
次
追
加
分
市
債
が
確
定

し
た
も
の
）

○
議
案
四
〇
号
　
同
為
（
三
十

」
．
．
年
度
予
算
追
加
で
あ
っ
て
、

田
の
原
部
伽
林
等
収
入
六
一
万

四
F
宥
百
円
の
過
年
度
牧
入
）

○
議
案
四
一
号
　
間
右
（
幸
脇

地
区
遠
見
区
の
簡
易
水
道
噸
乗

で
あ
っ
て
、
事
繋
十
二
百
一
．
．
十

万
円
で
本
有
度
実
施
す
る
も

の
。
国
庫
補
助
％
、
県
補
助
一

割
が
あ
り
、
起
偵
、
一
般
巾
費

　
　
　
　
’

で
行
う
）

○
議
案
四
二
号
　
同
右
（
三
針

賦
課
徴
収
条
例
の
一
部
改
正
で

あ
っ
て
、
自
転
申
荷
車
税
を
廃

し
、
軽
自
動
車
税
に
改
め
る
も

の
）

○
議
案
四
一
．
．
一
3
　
日
向
巾
職
員

給
与
条
例
の
一
部
冷
、
改
止
す
る

条
例
（
給
料
麦
の
巾
突
際
に
使

わ
れ
な
い
高
い
号
級
の
分
ん
削

る
も
の
）

○
議
案
四
四
号
　
農
裳
委
巨
の

推
せ
ん
に
つ
い
て
（
欠
員
委
員

に
松
木
貞
治
氏
を
再
選
）

○
畿
案
四
五
月
　
部
分
林
の
設

定
に
つ
い
て
（
美
々
津
背
羽
山

に
一
．
五
一
、
一
反
九
四
、
松
わ
の
植

栽
、
分
血
目
介
は
巾
κ
余
湘
甜

落
π
）

○
議
案
四
目
六
ほ
り
　
↓
L
地
鳥
換
に

つ
い
て
（
美
々
津
中
掌
枚
敷
地

と
す
る
た
め
）

○
議
案
四
七
号
　
モ
地
買
置
に

つ
い
て
（
富
紬
小
学
校
及
び
爽

々
沖
軍
人
墓
地
敷
地
と
し
て
）

○
儀
案
四
八
号
　
農
山
漁
村
露
汀

年
建
設
班
の
日
羽
設
置
に
つ
い

て
（
市
醤
農
場
に
約
二
卜
斤
名

編
伐
設
置
す
る
）

◆
採
択
し
た
請
願

◇
側
溝
新
設
に
つ
い
て
（
中
央

　
区
）

◇
耕
竹
地
災
害
補
償
（
比
艮
）

◇
用
水
路
改
修
（
別
府
）

◇
道
路
問
題
ワ
〃
訊
解
決
に
つ
い

　
て
（
曽
根
）

◇
堤
防
応
急
災
害
一
巾
に
つ
い

　
て
（
㎎
野
）

◇
橋
船
架
設
に
つ
い
て
（
切
島
）

◇
拍
路
拡
張
一
索
（
仏
見
）

◇
市
坦
中
場
細
島
通
線
の
拡
張

　
四
書
及
舗
装
に
つ
い
て
（
原

　
町
）

◇
運
営
補
助
金
増
額
交
付
に
つ

　
い
て
（
曲
工
会
議
所
の
中
小

　
介
業
相
談
所
に
対
す
る
補
助

　
金
）
「

◇
水
道
消
火
枠
増
設
に
う
い
て

◇
駅
前
広
場
及
び
駅
前
直
線
道

　
路
の
美
化
に
つ
い
て
（
ス
ス

　
ラ
ン
灯
）

◇
用
水
路
改
修
に
伴
う
補
助
に

つ
い
て
（
燃
見
奥
野
）

◇
和
田
橋
補
修
に
つ
い
て
（
本

　
谷
）

◇
旺
季
手
当
等
に
つ
い
て
（
自

　
由
労
組
、
失
対
人
夫
の
壬
・
当

　
増
額
）

◇
低
家
賃
君
臣
建
設
に
つ
い
て

　
（
自
由
労
組
）

◇
国
道
セ
B
線
舗
装
に
つ
い
て

　
（
財
総
覧
）

◇
赤
岩
橋
架
替
及
皿
部
路
線
変
・

　
史
に
つ
い
て
（
財
光
寺
）

　固

闍
ﾞ
選
獅
巳
で
す

丁与
1鯉

失対労務者稼働
　延11．757人

失
業
対
策
事
業
に

働
く
労
務
者
は

第
一
・
四
半
期

（
四
月
か
ら
六
月
）

の
実
績
を
み
ま
す

と
、
延
一
一
、
七

五
七
人
で
（
一
般

労
務
者
一
〇
、
九

八
六
人
、
技
能
者

二
四
五
人
、
副
監

軽
員
二
〇
〇
人
、
弔
遠
駈
助
二
・
蹟
、

二
五
人
）
こ
れ
に
支
払
わ
れ
た
…
慣
、
魔
業
特
に
名
曜
特
産
“

賃
金
は
、
ご
百
九
十
二
万
三
千

皿七

ｩ
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

一
日
目
は
七
十
四
日
間
で
す
か
ら

一
日
平
均
約
百
充
十
九
名
が
就

一
労
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一「
お
国
自
慢
」

　
　
　
写
真
募
集

全
国
市
田
会
月
傭
で
、
第

全
国
都
市
フ
ォ
ト
。
コ
ン
“

㎜ト
が
行
わ
れ
ま
す
。
今
日
・

一は
五
百
六
の
市
が
あ
り
壷

が
、
こ
れ
ら
の
都
市
を
紹
’

｝る

u
お
国
自
慢
」
の
写
真
・

｝
集
し
て
い
ま
す
。

一
主
題
は
公
共
施
設
、
名
幅

一

　
　
祭
礼
行
事
な
ど
の
風
ハ

ど
。
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
（
黒
・

の
場
合
は
四
切
以
上
の
引
昌

締
切
は
八
月
ご
十
日
。
あ
一

7
は
東
京
都
千
代
田
区
九
段

…
十
四
、
全
国
市
長
会
。
詳

　

一
は
、
市
役
所
広
報
係
、
ま
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
、
硝
実
に
本
人
の
も
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
、
自
転
弔
が
返
っ
て
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
う
に
な
る
。

白
転
送
防
犯
登
録
制
を
・
登
録
f
続
の
難
務
は
巾
防
犯
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
が
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
宅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
が
、
　
一
斉
登
録
は
八
月
一
日

新
設
さ
れ
た
軽
自
動
車
税

　　

@　

@　

@　

@　

@　
h
捜
古
志
酷
隠
撮
の
本
紙
で
も
お
知
・
庁
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；
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毒
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C

離塁
塊織
　　驚7

（
立
磐
神
社
裏
）

ノ

醜・㍗厚鵡

　　　垂”

ギ
帽

．
焦

㌍
　
嗣

ぐ～L

W”

’

簗

　
、
自
転
旧
注
市
税
－
㌧
’
廃
σ
げ
　
課
税
さ
れ
る
中
の
挿
順

ら
れ
「
鰹
自
醐
中
税
－
か
輌
設
　
　
．
、
触
色
柄
封
自
転
中

き
れ
ま
し
た
ζ
と
は
、
ハ
ー
1
弓
　
　
．
、
軒
n
動
巾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
　
一
．
、
一
輪
の
小
型
n
動
申

と
お
り
で
す
が
、
「
諸
白
動
中
右
の
．
秤
量
の
中
⇔
の
原
動
機

税
」
は
と
ん
な
種
類
の
車
に
、
　
付
白
地
申
に
つ

一
い
く
ら
税
金
が
か
か
る
の
か
こ
・
機
の
力
（
矧
気
雛
叉
は
定
格
出

．
矯
避
お
知
ら
げ
し
士
効
駈
稿
舗
㌍

西
σφ

特
織
欝
欝
懸
饗
継
継
麟
趣
隙
舜
が
納

く
同
様
で
す
。
の
の
軒
日
動
軍
↓
税
義
務
か
消
滅
し
た
場
合
に

⇔
の
．
一
輪
小
測
自
動
車
に
つ
い
　
は
、
導
二
分
か
ら
月
割
で
最
q

て
も
、
各
原
動
機
の
力
と
申
休
さ
れ
ま
す
。
廃
市
の
場
合
は
何

の
大
き
き
に
よ
っ
て
、
区
分
き
れ
の
場
合
て
も
。
．
卜
口
以
内
に

21

ﾄ
お
り
ま
す
が
、
耕
う
ん
機
市
長
に
届
出
が
要
り
、
届
出
を

℃
の
農
耕
作
業
用
顛
動
唯
も
軽
」
怠
っ
た
蒔
く
5
1
の
罰
則
の
規
疋
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　
ロ

自
動
中
の
中
に
含
ま
れ
ま
す
。
一
定
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
．
の
で
、

課
税
は
毎
彗
四
月
裏
口
。
ナ

納
税
兆
務
の
発
4
消
滅
の
降
は

速
か
に
届
出
ら
れ
る
！
♪
ハ
4
9
勲

い
し
主
ず
。
を
ω
幽
幽
課
徴
牧

に
つ
い
て
ほ
地
力
税
法
及
巾
税

択
例
に
詳
細
に
定
ゐ
ら
れ
し
わ

り
ま
す
の
て
、
御
不
山
の
点
に

つ
い
曳
は
税
務
課
へ
M
，
♂
ね
く

　
　
へ
　
む

’
さ
し

1．000円

1．500円

1．500「【j

2．5001i1

商業統計調査にご協カードさい

一
こ
れ
ら
失
対
労
務
者
は
、
現
在
　
各
支
所
の
掲
一
疋
板
で
ご
覧

市
統
一
係
で
は
・
ヒ
月
二
四
中
学
校
敷
地
旧
地
事
業
、
富
・
い
ま
す
。

百
現
在
で
聖
統
計
耐
地
区
排
水
三
姫
、
市
道
辺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
て
は
原
動
二
．
年
肢
に
限
り
六
月
一
日
）
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
君
の
所
司
者
に
課
税
き
れ
ま
す
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
、
そ
れ
以
後
の
新
規
取
得
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
対
し
て
は
、
取
怨
の
轡
月
か
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

5
一
真
一
♂
o
～
ー
ー
ー
ー
～
一

　
近
頃
の
「
人
続
き
は
何
有

振
り
の
こ
と
て
し
ょ
う
か
、

毎
日
空
枇
、
様
を
眺
め
て
陶
を

祈
っ
て
お
り
ま
す
け
れ
と
、

り市長からのおたよ
，

待
望
の
由
広
は

現
わ
れ
て
来
・
（

う
に
も
あ
り
虫

せ
ん
。
水
利
に

恵
ま
れ
な
い
農

家
の
方
々
の
お

気
持
に
は
、
同

情
に
塩
え
な
い

も
の
が
あ
り
ま

す
。
た
だ
、
不

幸
中
の
幸
と
し

て
は
、
耳
川
分

水
を
始
め
各
水

利
事
業
が
大
い

に
役
立
ら
、
ま

た
終
戦
後
の
造

林
事
業
が
十
余

　
　
　
谷
川
の

て
、
こ
う
し
た
”
“
の
爽
の
4
1

難
味
冷
知
ろ
こ
と
が
て
き
る
の

て
あ
り
↓
’
弓
。

L
場
誘
枚
は
三
々
実
現
し
ま
せ

ん
け
れ
ヒ
、
そ
ω
受
入
れ
対
策

は
一
刻
も
忽
ぜ
に
よ
る
訳
に
ま

い
り
ま
せ
ん
の
て
、
六
1
1
丁
旬

に
行
わ
れ
た
市
満
会
に
出
席
す

る
機
会
を
利
用
し
て
、
瀦
会
と

も
協
力
し
　
相
川
代
議
ゴ
の
周

旋
を
乞
う
て
、
工
業
用
水
に
関

す
る
起
債
の
獅
得
運
動
を
し
て

き
ま
し
た
。
相
川
代
議
f
の
努

力
で
幾
何
か
の
獲
得
は
で
き
る

も
の
と
思
い
ま
す
。

　
つ
き
に
こ
れ
も
相
川
代
議
1

の
目
一
－
折
り
で
、
七
月
始
め
か
ら

細
島
に
検
温
所
が
開
設
琶
ら
れ

ま
し
た
、
従
来
、
鹿
児
島
ま
た

は
門
司
で
、
検
疫
を
受
け
わ
は

入
港
で
き
な
か
っ
た
外
国
船

がな
っ
た
の
で
す
。
港
湾
施
設
整

も
な
る
訳
で
あ
り
ま
す
。
　
　
｝

　
七
月
六
［
の
口
曜
日
に
、
巾
｝

脚
継
業
と
同
時
に
就
職
し
た
少
一

年
逆
の
補
導
激
励
の
会
が
、
安
　

定
所
と
中
学
校
の
先
生
遼
の
主

催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
取
口
に
一

就
職
中
の
少
卑
少
女
の
約
三
分

の
一
、
二
十
名
ば
か
り
集
ま
つ
｝

て
い
ま
し
た
が
、
皆
朗
ら
か
に
一

溜
評
言
盤
繋

留
欝
袈
魏
騨
翻

す
か
ら
、
使
う
も
の
に
も
硬
わ
…

れ
る
も
の
に
も
、
何
か
と
苦
労
｝

の
多
い
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思
い

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
こ
の
少
年
述
の
外
に
、
県
外

に
就
職
し
て
い
る
奢
が
、
な
お
一

多
数
あ
る
こ
と
を
思
い
ま
す
と
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
れ
ら
の
少
年
達
の
た
め
に
も
一

年
の
年
月
を
怒
て
・
　
　
　
　
　
・
直
接
人
港
で
き
る
こ
と
に
立
派
な
丁
場
を
勝
致
し
な
け
れ
…

灘
鞭
雛
諜
瀦
距
鍼
撫
臆
鷲
蠣
購
踊

扇車

き 年税額

　　500円

き

800円

000111

／

／

／
4．7m以ド

1．7m以卜
2．0111玉リ1　F

2．5m以下

1．31n以卜

2．Om以卜

31n以卜

1．3n1以卜

2m以卜
4．7111£又卜

1．7n1以ド

2．On1以ト

定柵骸力1大
0．06キロワソト
　　　　　　　　以ド

超
　　　O．06～0．080．05～0。09　1

　　　　　　　　　　　O．09、且25　1

［超

長
巾
簡
長
巾
高
レ
巾
日
長
巾
震

動自軽

　　　　O．08

7。5キロワソト

　　　　　　以下

1．20キロワソ　ト

　　　　　　　　以T・

2．00キロワ　ノ　ト

　　　　以卜

75ヤロワ ノト

以下

総排気購
0．05　1】　ソ　トノレ

　　　以下
超

①
　
⑨

③i超

別
　
付
寧
付
有
付
車

　
一
覧
　
　
　
隻
　
　
　
馬
M

　
　
杉
　
　
杉
　
　
杉

　
　
転
　
転
　
転

　
動
　
動
　
動

郡
下
自
原
自
撰
晒

用1’5りソトノ過竹耕農

超　　125～250

0．25リ’トル以下
亦輪二その他

，熱戦喜讐II酬鵬・・ル以下

　　　　　　　　　備小皿釧1：1’‘リノトノ玩
　
r

　
堰

　
小

　
輪

　
二

型
印
働
p

　三
愉
爪

　
白
転
車

一　
嬢
動
機
付

解
　
自
鋤
　
車

凋
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
通
商
丙
業

省
の
指
小
忙
基
い
て
、

指
定
統
■
調
査
と
し
て

行
っ
て
い
る
も
の
で
す

が
、は

曲
業
全
般
の
実
態
を

弄
ん
で
、

　
　
こ
の
澗
・
代
の
口
的
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
国
の
商
業
政
「

策
の
基
礎
資
料
と
す
る
｝

も
の
で
す
。
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

蘭の
1占に

のな
皆る
さた
んめ
かに
爽は
実　’

補
修
（
市
内
各
所
）
・
権
現
原
　
検
疫
所
開
所
式

道
路
丁
事
、
飯
谷
道
略
［
弔
、
　
前
月
で
設
置
決
定
を
お
知
、

原
町
地
区
道
路
工
事
、
肖
町
原
し
ま
し
た
門
司
検
疫
助
細

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
張
所
は
、
細
島
支
所
か
ら

道
路
τ
事
な
ど
に
働
い
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
メ
ー
ト
ル
四
に
あ
た
ス
，

位
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
一
に
き
ま
り
・
ヒ
月
一
日
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
務
を
と
っ
て
い
ま
す
が
、

早
口
に
予
約
を
「
式
は
、
海
の
記
念
日
に
あ

讐
版
県
民
手
帳
…
鮨
じ
枯
臨
陛
雅

こ
の
調
4
6
が
完
全
な
も
風
琴
好
評
喬
て
い
る
紅
霞
㎜
検
疫
所
長
兼
務
、
所
員
に

　
を
報
告
し
て
下
さ
つ
…
帳
に
は
私
た
ち
に
つ
な
が
り
の

拶
粥
国
語
納
．
あ
禽
県
の
舞
や
、
景

皆
さ
ん
か
ら
出
し
て
い
た
…
必
要
な
こ
と
が
盛
ら
れ
て
い
ま
［
て
検
疫
を
う
け
ま
し
た
。

ご
迷
惑
と
な
る
よ
う
な
こ
と
に

用
い
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま

せ
ん
。
調
査
員
が
参
り
ま
し
た

一
ら
、
こ
の
調
査
を
ご
脚
解
の
上

一

ご
協
力
ド
さ
る
よ
う
お
ね
が
い

一
し
ま
す
。

　
帳
一
．
一
十
四
勾
版
の
、
購
入
予
約

一
を
受
付
け
て
い
ま
す
。
県
民
手

す
。だ

い
た
調
査
票
は
、
統
d
法
に
…
す
。

悲
・
税
禽
係
．
、
か
．
あ
他
…
〈
．
年
も
あ
な
た
の
婆
ソ
ト
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
、一
　
ぜ
ひ
一
冊
を
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

適
齢
百
網
月
二
＋
是

　
ら
九
月
三
十
日
ま
で

○
串
込
先
　
市
役
所
統
訓
係

育

書県
具　議
9　補
1き欠

鞘難
詰の網結
含治果

誕
1選

厚
生
扱
腐
が
赴
仔
さ
れ
、
・

官
が
も
う
．
名
近
く
者
任

す
。去

る
四
口
沖
縄
か
ら
人
洛

第
八
長
久
丸
が
、
第
一
船

七
月
行
事
メ
モ

投
票
区
県
議
補
欠
選
挙
で
は
、

当
日
有
権
者
数
二
万
一
千
三
百

八
十
人
置
対
し
投
票
者
数
一
万

｝
六
干
ご
胃
六
十
八
人
で
、
投

一
輩
は
男
七
六
．
二
九
％
女
七

五
・
九
二
％
、
平
均
七
六
・
○

　九
％
で
し
た
。
衆
犠
院
繊
員
選

五
八
％
下
廻
っ
て
い
ま
し
た
。

開
票
の
結
果
は

　
松
木
貞
治
　
八
、
一
五
二
票

　
荻
原
光
治
　
六
、
○
八
一
．
一
票
・
5
日

　
河
野
孔
明
　
一
、
九
七
五
票

騨
耀
の
松
木
氏
が
当
．
選
一

14

冝
ｫ
2
4
口
　
開
拓
地
成
，

　
査
各
地
区
（
農
委
）

　
国
民
健
康
保
険
準
備
委
U

20

冝
@
伊
勢
ケ
浜
海
水
浴
…

…
設

r囎

ｫ
可

溶
市
鰐
槻
ヒ
リ
市

　

　
遣
児
靖
国
神
社
心
打

．
2
4
日
↓
2
6
日
　
早
植
水
稲
晒

一
　
改
菩
講
習
会
（
富
島
、
羨

　
美
々
津
）

2
　
　
店
員
サ
ー
ビ
ス
講
糊

・
　
（
市
役
所
会
議
事
）
，

皿
2
6
日
　
日
赤
救
急
法
講
習
A

　
　
（
甫
講
堂
ワ
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一
三
β
堵
災
い
活
メ
∵

議
’

難
　
・

ノ

愛
護
馬

日本脳炎に注意

　　　咋年は当市で4名死亡
夏
の
伝
染
絹
の
恐
ろ
し
い
も
の

の
ひ
と
つ
、
日
本
脳
炎
の
流
行

期
と
な
り
圭
し
た
。

こ
れ
は
法
定
伝
染
病
の
ひ
と
つ

で
、
蚊
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
、

発
病
す
る
も
の
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
症
状
と
し
て
は
、
急
に

高
熱
を
出
し
意
識
が
も
う
ろ
う

と
な
り
、
激
し
い
頭
捕
そ
の
他

特
有
な
神
終
症
状
を
起
し
ま

す
。
そ
し
て
死
亡
す
る
か
、
ま

た
全
快
後
も
脳
神
紆
を
お
か
さ

れ
不
三
者
と
な
る
こ
と
多
く
、

咋
年
は
当
市
で
は
声
名
の
患
者

が
出
て
、
そ
の
二
四
名
が
死
亡

し
て
い
ま
す
。

幼
児
や
老
二
者
に
多
く
発
病
し

老
僻
茜
は
大
低
死
亡
、
幼
児
は

不
具
者
に
な
る
音
か
多
く
み
ら

れ
衷
ξ
。

予
防
と
し
て
は
、
・
レ
防
1
1
射
を

う
け
る
と
と
も
に
、
外
出
す
る

時
や
労
働
す
る
時
も
、
て
き
る

だ
け
帽
子
を
か
ぶ
り
、
直
射
日

光
を
き
け
て
下
さ
い
。

疑
飲
暴
食
な
ど
で
腹
く
だ
し
を

し
て
身
休
を
衰
弱
き
せ
ぬ
こ

と
。
過
労
を
さ
け
て
い
つ
も
佛

康
を
保
つ
こ
と
。
口
気
を
媒
介

す
る
蚊
に
き
さ
れ
な
い
よ
）
に

す
，
⇔
こ
と
。

子
ど
も
さ
ん
に
は
次
の
こ
と
を

し
く
お
話
し
ト
き
い
。

◎
水
泳
す
る
時
の
注
意

編
継
繰
疑
「
撫
囎
難
い
い
あ

　
ノ
キ
リ
言
い
ま
し
ょ
う
。
　
．
だ
と
い
う
こ
と
は
判
っ
て
い

3
、
一
人
で
い
か
な
い
で
、
梱
る
。
し
か
し
問
題
は
保
険
税

詰
捻
祐
っ
し
ょ
隔
だ
．
悶
保
が
始
ま
れ
ば
い
ず
れ

国
民
健
康
保
険
の
話

4
、
学
校
帰
り
に
は
決
し
て
い
一
保
険
税
が
か
か
る
よ
う
に
な
る

　
か
な
い
こ
と
。
　
　
　
　
　
［
そ
う
だ
が
一
休
そ
れ
は
ど
れ
位

5

♪
詑
．
’
幽
直
■
｝
」
冒
」
一
F
巳
■
・
’
ま
…
峯

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
じ

　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
ヒ

　
　
率

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
の
財
産
、
所
掲
、
そ
れ
か
ら
保
【

　
　
　
　
（
そ
の
二
）
　
　
　
険
税
か
人
を
対
象
と
し
た
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
家
二
μ
宛
…

る
例
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
　
の
平
均
割
・
一
戸
一
戸
の
人
数
｝

欄欄Q
縦
灘
轡
齢
甥
齢
綴
畢

な
い
こ
と
で
す
。
で
は
保
険
税
付
け
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
［

は
い
く
ら
秤
か
か
る
の
か
・
平
一
ξ
。
向
徴
収
期
に
お
い
て
も
、
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

均
大
休
万
人
の
押
岬
家
族
て
一
　
保
険
税
も
税
で
あ
る
限
り
卑
四
…

　
と
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
即
を
よ
く
聴
き
ま
す
。
窯
こ
　
つ
た
と
こ
ろ
か
県
ド
の
実
情
で

6
、
而
の
あ
と
の
水
の
多
い
と
．
と
に
も
っ
と
も
な
話
で
あ
り
ま
寸
。
当
市
に
お
い
て
も
目
下
本

㌧
は
泳
が
な
い
こ
．
」
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
で
お

糠
雨
翻
職
驚
麟
　
～
犠
鯛
網
狸
掘
～
獅

欝
蕪
饗
蜘
鎌
闘
罐
磁
瓶
…
繕
難
燃
褒
給
付
の
話
で
す
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

）
市
報
六
月
十
月
号
で
ず
お
礼
串
ヒ
げ
ま
す
。
さ
ザ

　
　
　
医
療
費
の
話
を
読
ん
お
尋
ね
の
第
｝
煮
、
治
療
ゲ

声
誘
黙
製
蔀
課
勉
闘
士
鍾
州

の
｝
す
れ
ば
こ
の
よ
う
に
｝
題
で
す
が
・
こ
れ
は
「
国
侭

（市民

よ
い
こ
と
が
あ
る
と
一

い
う
よ
い
面
ば
か
り

を
わ
れ
く
に
呼
び

か
け
て
い
る
が
、
保

険
制
度
は
法
規
で
き

麺
縄
舞
い
、
も
の
だ
一
；
日
，
り
七
円
替
八
円
位
と
い
．
棚
凝
滞
纒
欝
擁
欄
鰻

危
険
標
織
の
意
味
を
よ
く
し
て
、
押
想
と
し
て
は
国
の
力
巾
の
試
斧
戊
を
急

◇
予
防
注
射
の
日
割

・hl市1；：

役1　　　施
　　役
　，　場
　　所t所　lr

七

月
ト

ノ、

　　　「回

醒艇

七鶴
月i＝

｛

）中之！
lJ町崎1町

、L’1’・地

1；1酬・

㌧町f凸i
麟

．で高：旭’

’見通特区
撫■町1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
ヘ
エ
ろ
　
　
　
へ
　
　
　
ヘ
ニ
へ

日
知
屋
小
苧
校
七
月
一
七
日
届
嘱
酬
根
π
罵
田

貝
光
寺
小
学
校
七
月
ー
バ
目
秋
留
、
財
光
も
奈
区

細
島
小
学
校
ヒ
月
員
一
日
畑
浦
細
防
全
区

塩
見
小
学
校
ヒ
ー
1
目
　
日
塩
見
全
区

乏i所

プ七！；月

’1！：

1貧
1－1り中

原1へ田r

li！1見’

’I h，弓南1
麟

11べ∬塾

艮目高
’1’見

塑艦

み
ん
な
　
を
あ
た
た
カ
く

　
　
　
会
を
明
る
く
す
る
運
動
月
閻

一
で
す
。

一
保
薬
司
の
行
事
は
月
送
に
地
昧

な
も
の
で
す
か
ら
、
．
般
南
民

の
皆
祥
に
は
ム
N
り
知
ら
れ
て
い

C
、
し
」
．
，
〔
」
㍉
ハ
、
　
二
り
卓
助

と
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
ノ
　
　
　
　
く
　
　
し
　
ヤ
ロ
　
　
　

月
悶
を
機
会
に
喫
4
保
護
酒
樽

に
ご
上
貫
こ
協
力
い
た
た
き
た

一
い
と
猷
ハ
・
弧
ケ
・

け
回
数
の
多
い
方
が
楽
な
わ
け
・
審
査
を
経
な
け
れ
ば
認
め
ら
れ

で
す
し
、
又
徴
収
の
方
法
も
出
．
な
い
面
も
あ
っ
て
、
こ
の
た
め

嚇
講
演
会
の
お
知
ら
せ

医
者
は
患
者
の
考
え
る
よ
う
に

は
自
由
に
診
療
が
や
れ
な
い
面

が
あ
る
と
き
い
て
い
る
。
又
実

一
特
に
他
の
健
保
、
共
済
等
シ

翻
し
て
根
木
的
に
治
療
上
m

限
を
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の

は
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
軸

え
に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま
ぜ

具
体
的
に
は
、
そ
の
市
町
層

や
り
方
に
覆
せ
ら
れ
た
面
凝

る
わ
け
で
す
が
、
こ
れ
は
仙

ど
大
同
小
異
で
す
。
第
二
m

囲
町
村
が
因
っ
て
い
る
問
叩

こ
れ
ら
の
殆
ん
ど
が
直
営
臥

を
も
つ
て
い
る
た
め
で
あ
プ

｝
い
う
こ
と
で
す
。
只
門
川
｛

施
し
て
い
る
奥
地
町
村
も
諸
塚
一
合
は
少
し
違
い
注
す
が
、
n

村
を
除
い
て
あ
と
の
村
は
慰
し
一
も
今
年
か
ら
大
い
に
持
戯
，

い
経
営
だ
と
も
き
い
て
い
る
。

〈
－
月
は
村
会
冷
明
る
く
す
る
運
び
・
－
ち
が
っ
た
道
に
踏
み
こ
ま

動
月
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
　
　
な
い
士
）
、
汀
三
唱
が
瀦
行
に

日
向
地
区
保
護
司
協
瀧
会
で
は
走
ろ
こ
と
の
な
い
よ
う
、
み
ん

こ
の
期
問
、
広
報
宜
仏
、
映
写
な
が
温
か
い
心
で
は
げ
ま
し
、

会
、
陣
談
会
、
講
演
会
な
と
を
明
る
い
制
会
を
築
き
た
い
も
の

各
地
区
で
行
っ
て
、
犯
罪
の
防

止
、
犯
罪
茜
の
矯
正
や
愛
生
傑
．

護
、
占
少
有
の
．
汎
導
に
つ
い
て

二
＋
日
開
設
　
解
欝
矧
彿
韓

　
伊
勢
が
浜
海
水
浴
場
一
る
こ
と
に
な
っ
て
い
気
よ
・
ノ

例
年
開
設
し
て
お
り
ま
す
伊
勢
｝
ヤ
ワ
ー
（
無
料
）
便
所
な
と
の

ガ
浜
海
水
浴
場
開
き
は
、
七
月
一
施
設
は
市
で
設
備
し
ま
づ
。
爾

一、

¥
日
（
口
）
午
前
卜
時
に
行
同
上
水
浴
場
は
潮
流
の
関
係
て

参も
つ今
て年
おか
りら
ま回
すい

。に＝

当持
計月rし

～プ，

うハ智1危
牧』「1，1哉険

1し吝ア』
＝て、γ賦

し「ilて1111

1貝鉦が
うのザあ

。’ Ar己σ）り

　　らて素

　なお；
　い11が
　．ヒに’

職
徽
貿
麗
霧
鐘

ま
す
。

”
を
お
か
し
た
人
た
ら
が
、
再

』　こどもたちの魅力
レ

、水遊びの心がけ

、
　
」
一
、
　
1
卜
K
ぜ
）
“

し
　
　
・
し
　
　
r
ノ
　
一
＊

し
な
苓
飾
と
な
り

ま
し
た
。
例
臼
こ

の
苓
飾
は
、
ヒ
目
少

4
一
の
溺
死
小
故
が

ふ
え
て
き
ま
す

か
．
こ
の
い
た
ま

し
い
唯
故
冷
な
く

す
た
め
に
、
お
ー
ー

に
し
く
7
1
急
し
ま

　
　
台
風
の
季
節
に
入
る

　
　
　
　
　
　
1
眼
前
準
備
と
心
か
ま
え
1

介
家
の
室
わ
り
の
汽
水
ウ
ヒ
く
　
と
め
に
し
て
わ
・
、
r
～
。

　
す
る
よ
う
に
心
が
け
る
，
下
◎
最
悪
の
場
合
の
避
響
に
つ
い

　
水
溝
は
今
の
中
酌
慨
し
く
お
　
て
士
く
研
究
し
て
お
く
ど
L
、

　
く
く

◎
倒
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
建
物
．
長
患
い
の
山
巾
民
を

　
に
は
交
村
み
あ
て
、
屋
根
材

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
中
慰
周
激
励

　
の
軽
い
も
の
に
は
凧
．
い
石
一

　
や
、
竹
材
の
ヒ
う
な
も
の
で
市
村
会
福
和
協
磯
会
で
は
長
川

　
よ
く
お
さ
え
る
。
　
　
　
　
一
療
養
の
た
め
、
県
内
山
内
各
猶

◎
眠
灯
、
電
話
線
に
近
い
立
木
一
院
に
入
院
加
療
中
の
市
民
の
方

　
の
枝
は
切
っ
て
お
く
殉
　
　
㎜
々
を
慰
問
激
励
す
ろ
こ
と
に
な

◎
浸
水
の
お
そ
れ
の
あ
ろ
低
地
一
り
ま
し
た
。

　
て
は
、
大
切
な
も
の
は
一
ま
皿
福
裡
協
儀
会
役
員
、
巾
職
員
、

高
校
女
4
復
て
班
を
綿
恥
し
．
ト

北
は
延
岡
巾
の
県
宣
柄
院
か
ら

南
は
宮
崎
巾
の
赤
孤
国
立
卿
捗
一

所
等
セ
数
ヵ
所
の
患
側
に
人
生

中
の
約
ぬ
ハ
i
名
の
人
〃
、
四
七

i
竃
　
リ
チ
ー
ー
　
よ
日
月
設
〃
　
リ
　
　
ノ
　
　
h

～
d
「
イ
ー
～
d
擢
μ
＾
覧
ろ
ー
ル

す
。　

エ
ス
ヘ
ラ
ン
ト
欝
習
会

講
帥
鮎
川
粘
基
氏
。
ヒ
月
　
一

一
ヨ
蔓
コ
毎
川
調
け
田
湖
カ

コ
　
　
デ
モ
ロ
ロ
　
　
　

月
。
フ
ー
ス
ト
代
共
∩
円
。

向
慶
大
教
授
池
田
潔
先
生
－
評

　
論
．
氷
・
英
文
学
名
1
（
自
由

　
と
規
律
）
来
る
．
卜
［
（
日
）

　
へ
前
卜
時
、
巾
役
所
講
唱

一
年
副
知
事
黒
木
黒
氏
戸
宮
崎

　
県
の
頂
点
施
策
を
す
す
め
る

　
た
め
に
）
月
山
一
日
（
月
）

　
一
二
一
苛
、
　
b
出
丹
津
。

　
ノ
　
、
目
　
置
　
口
　
　
　
　
「
，
　
0
7
喧

ミ
く
き
ま

農
家
の
メ
モ

　　　　　　　　　　　　　　　　季節保育所

犠繁期に農家のこどもを預って、iil話をする季節保台所は、こ

としも西川内、三瀬、金ケ浜、本谷、木宮、落麗、論松、曙、

πの原、Ψ脇の十ヵ所開設されました。

撹たちは安心して田植ができ、こども達は保母さんに細かいr

つとどいた茸卜話をして貰って大1㌧fび、2週間から3週閥の19燗

3はありますが、歌や遊戯も次山覚えて、こどもにとっては楽

しい生活です。　【写真は西川内季節保育所】

　　　　　　　　　箭胴燈”｝諺．91殉鷺灘

　　　　　　　　　　ら　　　　　　　サ
　　　　　　　　　　亀1　　　　　　欝！

照聡瑠灘飛
ウ　　　　　　　　　　リ
∫μ，　　　　　　　　　　　噸　　　　　　　　　　　　　．・

・で哲，　　陶，　　覧　　　宝形
弩∵・1　　　　・　’　　ぜ密　　　　　　　謬
紳．窪　　・、パ

観1儀　　・
　ゼレ　　　　　　　レ

　ご　　　｝　　電　’

　　　い　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア

　　　驚、劉

　　博。〆溺、鷲郷“霧縦隔　脅％

こどもの天国

願

　　道徳教育とは一・・森教授の講演会

丁教委主催の神戸大学教授森信三先生の『道徳教育について1

り開演会は、7月4日市講㌘で開かれました。
’穂教育とはもリンとした自任をとる脊骨のある人間をつくる
㌧とだ、という一点に口羽をしぼりながら、時には聴講者を笑
i）せて基本的なものを、わかりやすく、熱心に話されました。
賄しの中かち、子供のしつけについて二、三拾ってみますと、
兄弟げんかを叱りつけるのは、夫婦げんかをしない親でなけれ

望資格はない。

凡岡は爽すぐに伸びる木性をもつている。親の独裁でゆがめて
よならぬ。

不良胃少年を出さぬためには、家庭のれてある父親は年頃の子

浜を強く叱ってはいけない。
鴇供のしつけの第一些は朝の「オハヨー」のあいさつから。ま
ず親から浅きにせよ。
入塾生活は一日一・日が真剣勝負である。雑1∵rを取除きながら」．

争こやす思いで正しくノ1→1占せねばなら欧≧。

層講者は約250名、その約四割は母親でした。

　
温
州
み
か
ん
の
摘
果

　
こ
と
し
の
み
か
ん
は
介
般
的

に
舶
果
か
良
く
、
的
宛
難
論
だ

つ
た
園
も
か
な
b
な
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。
特
に
前
有
不
竹
の

園
と
か
耕
土
の
浅
い
乾
燥
地
の

も
の
は
茗
し
い
糺
果
過
多
で
中

に
は
花
ば
か
り
置
い
て
芽
の
出

な
か
っ
た
も
の
も
見
受
け
ら
れ

ま
す
。
一
部
に
は
糺
果
の
少
な

い
の
も
あ
り
ま
す
が
現
在
の
状

況
で
は
一
難
町
の
態
態
を
工
廻

る
可
額
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
予
想
さ
れ
ま
す
。
果
実
が
な

り
過
ぎ
る
と
そ
の
力
に
大
部
分

の
養
分
が
闘
わ
れ
る
の
で
樹
勢

の
衰
弱
が
は
げ
し
く
来
年
は
ま

た
不
作
と
な
っ
て
隔
4
1
結
果
を

一
し
ま
す
。
そ
れ
ば
か
り
で
な

く
．
な
り
過
ぎ
る
と
果
実
が
大

き
く
な
ら
な
い
し
若
色
や
品
質

も
悪
く
な
っ
て
価
格
が
安
く
な

一
り
ま
す
。
特
に
く
，
年
の
様
な
盟

「
杵
年
に
は
果
実
の
大
小
に
よ
る

入
が
こ
れ
に
伴
な
わ
な
い
の
て

不
利
て
あ
り
ま
ず
。
し
た
が
っ

て
、
な
り
過
ぎ
の
樹
は
摘
果
を

行
っ
て
樹
勢
を
緑
持
し
、
大
k

で
着
色
の
良
い
高
く
売
出
る
果

実
を
と
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
幸
い
に
今
年
は

芽
叢
が
艮
く
て
樹
勢
も
強
い
よ

う
で
す
か
ら
摘
果
の
効
果
も
極

実
施
す
れ
ば
市
民
は
好
む
と
好
一
病
院
、
診
療
所
直
営
訓
面
甘

ま
ざ
る
と
に
拘
ら
ず
強
制
加
人
　
今
の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
。

さ
せ
ら
れ
、
保
険
税
と
い
う
税
｝
三
保
険
税
の
問
魎
ま
こ
と
厚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
ひ
と
つ
増
え
て
、
こ
れ
を
必
一
説
の
通
り
で
す
。
さ
れ
ば
．

．
ず
納
税
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
実
一
私
共
も
く
，
大
童
に
な
っ
て
汐

施
に
当
っ
て
は
市
民
が
よ
く
納
一
に
努
め
て
い
る
わ
け
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

得
し
て
実
施
後
も
よ
く
協
力
す
　
保
険
税
の
仕
組
に
つ
い
て
目

る
よ
う
に
あ
と
か
ら
逃
げ
腰
に
・
月
月
別
欄
を
御
覧
下
さ
い
．

　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

纏

3馨
》麟

総
覧
隷
欝
袈
蟹

な
ら
な
い
た
め
あ
り
の
ま
ま
の

こ
と
を
知
ら
せ
て
協
力
態
勢
を

つ
く
る
へ
き
で
な
い
か
。

　
　
　
　
　
（
新
町
　
S
）

【
回
答
】

早
速
か
い
切
な
る
ご
意
見
を
聴

か
し
て
戴
き
ま
し
た
こ
と
を
穿

れ
を
如
何
に
牧
め
や
す
い
，

運
営
ず
る
か
に
つ
い
て
口
、

究
を
巡
め
て
お
り
ま
す
。
卯

他
お
判
り
に
な
ら
ぬ
点
は
，

　

｝
係
に
御
尋
ね
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
（
小
林
健
保
係
口

め
て
大
き
い
も
の
と
思
わ
れ
る
…
す
。
並
・
通
温
州
は
七
月
上
旬
焼

の
で
・
是
が
男
で
も
こ
れ
を
徹
・
ら
始
め
て
八
月
上
旬
に
は
終
り
　

日向市実際物価（6月15日現在統計係調）

格
マC掃

価
A商店「B商

位単名
嫡
藺
瑠

底
し
て
や
り
と
げ
た
い
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　
摘
果
を
断
ず
に
放
っ
て
お
い

た
樹
は
果
実
が
太
ら
な
い
だ
け

で
な
く
、
葉
が
黄
色
く
成
っ
て

哀
れ
な
姿
と
な
り
ま
す
が
、
今

の
中
に
摘
果
し
て
来
年
に
備
え

て
お
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
ま

野
馬
8
・
響
η
ω
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轟
臨
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欠
欠
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欠
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－
鵬
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髄
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㎜
”
型
澱
㎜
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
且

米
粉
じ
し
こ
肉
乳
馬
繋
ツ
製
糖
油
茶
炭
紙
料
き
笈
わ
り
　
　
隠
勢
，
り
藁
屑
小
あ
い
い
串
牛
鶏
甘
蓬
凝
欝
食
番

た
い
も
の
で
す
。
結
果
の
刑

く
多
い
樹
は
な
る
べ
く
早
・

い
ま
す
。
甲
く
、
行
う
と
斥
岬

落
果
の
心
配
が
あ
る
が
、
瞭

た
果
実
に
栄
養
の
供
給
が
〃

な
っ
て
、
止
り
が
よ
く
な

で
心
配
は
い
り
ま
せ
ん
。
・

く
と
も
八
月
の
十
日
頃
ま
・

は
終
り
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

一（

謇
�
ｷ
ミ
ー
ス

皿
ー
ー
ー
（
（
（
（
，

一
美
綿
繭
上
町
二
区
で
は
、
丹

㎜
総
会
を
ひ
ら
き
区
の
規
約
ナ

一
り
ま
し
た
。
ま
た
区
民
で
吼

…
表
彰
す
べ
き
も
の
を
表
彰
ト

一
こ
と
と
し
、
久
忠
義
氏
¢

蕪
鮮
堰
霧
騰
嚇

｝
久
氏
は
妻
が
病
気
で
足
が
青

㎝
な
い
家
庭
を
よ
く
き
り
ま
臥

一
て
近
所
の
人
々
が
感
心
し
ザ

｝
た
も
の
。
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ

一
　
。
．
．
◇

今
月
号
か
ら
『
区
会
二
「

ス
』
欄
を
設
け
る
こ
と
に
一

し
た
。
各
区
で
催
さ
れ
た
・

な
ど
、
ど
し
ど
し
お
知
ら
怖

だ
さ
い
。
宛
名
纏
市
長
寛
一
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